










































































































国勢調査年度 総人口 高齢人口 総人口に占める高齢者人口比率 
1952/1954年 8,256,625人 409,761人 4.99％ 
1961年 9,412,996人 489,346人 5.22％ 
1971年 11,555,983人 621,597人 5.61％ 
2001年 22,736,934人 1,477,379人 6.50％ 
参考資料：ネパール中央統計部門（ＣＢＳ） 
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その後、Macau Plan of Action on Ageing 1998、Madrid  International  Plan of Action on Ageing 2002、
への参加を契機に、高齢者に関する国際的な動向を見据え、高齢者関係の政策を確立する方向が具体的に
模索されてきた。特に、2002年のマドリッドで開催された国連の「第2回高齢化問題世界会議」への参加を




































 2000年に入ると、「高齢者ナショナルアクションプラン2005年」（Senior Citizen National Plan 
（B.S.2062）、「高齢者福祉基金」Senior Citizen welfare fund、「高齢者法2006年」（Social Security and 
Protection of Senior Citizen Act（B.S.2063）、「高齢者健康治療に関する規則2004/5年」（Senior Citizens 



























































































































名称 Ａ Ｂ Ｃ 
所在地 カトマンドウ市 カトマンドウ市 カトマンドウ市 
設立年 1979年 1991年（政府登録） 1997年（カトマンドｳ市、SWC登録）、開始は1998年 







































































































































Ｄ Ｅ Ｆ 
カトマンドウ市 カトマンドウ市 バクタプール市 
1999年 2005年（カトマンドｳ市登録） 2005年 

































































































































写真５ お寺参り用の糸を作る入居者（2009.03） 写真６ 医療ボランティアの治療を受ける入居者(2009.03) 
ネパールにおける「Sewaの場」と老人ホームの位置 
－139－ 
写真７ ボランティア団体が主催する無料の 写真８ 居室風景（E老人ホーム：2010.9） 














































































家のない人が与えられる場を意味するAshramからなりたっている。またNishahaya Sewa Sadam や、地名やお寺の名を前
に付けて○○Sewa Ashram、○○Asram, ○○Sewa Kendra, ○○Bridhasram、○○Ashahaya Kendraといった命名の場合も

















12)2008年3月からSocial Welfare Center Briddashram、Nisahaya Sewa Sadan、Old Age Management and Social welfare 
Trust、Shiddhi Smriti Saligram,Old Age Home、Astha Old Age Home、Matatirtha Senior Citizens Residence Comittee
への訪問インタビュー調査にあたっては、「法政大学大学院人間社会研究科研究倫理審査委員会」の審査を経て実施。上
記6施設には「調査協力同意書」も得てご協力いただいている。Social Welfare Center Briddashram以外の4ヵ所は、
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